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令和 6年度奨学生の募集 について

(公財)交通遺児育英会の奨学生募集には、進学前に奨学金の貸与を予約する「予約募集」と、進学後に
申し込む「在学募集」があります。

言己

(1)すべての奨学生に共通の応募資格

保護者等が自動車やバイクの事故など、道路における交通事故で死亡 したり、重い後遺障害のた

めに働けず、経済的に修学が困難な生徒・学生であること。応募者が生まれる前に保護者が後遺障
害となった場合も含みます。 (申 込時25歳 までの人)

※本会の規定する後遺障害とは、自動車損害賠償保障法施行令別表第 1及び別表第 2の第 1級から

第 7級までの障害、又は、身体障害者福祉法の第 1級から第4級までの障害です。

(2)学校別応募資格等

① 高等学校 。高等専門学校奨学生

応募資格 :在学応募 ;現在、高校・高専に在学している生徒。

予約応募 ;令和 7年 4月 に高校・高専に進学予定の中学 3年生。

募集期限 :在学募集 ;令和 7年 1月 31日 。

第 1次予約募集 ;令和 6年 8月 31日 。第2次予約募集 ;令和 7年 1月 31日 ①

② 大学・短期大学奨学生

応募資格 :在学応募 ;現在、大学・短大に在学している学生。

予約応募 ;令和 7年 4月 に大学・短大に進学予定の者。

募集期限 :在学募集 ;令和 6年 10月 31日 。

第 1次予約募集 ;令和 6年 8月 31日 。第 2次予約募集 ;令和 7年 1月 31日 。

③ 大学院奨学生

応募資格 :在学応募 ;現在、大学院に在学している学生。

予約応募 ;令和 7年 4月 に大学院に進学予定の者。

募集期限 :在学募集 ;令和 6年 10月 31日 。

第 1次予約募集 ;令和 6年 8月 31日 。第 2次予約募集 ;令和 7年 1月 31日 。

④ 専修学校奨学生

応募資格 :国 の省庁の認可または都道府県知事の認可を受けた専修学校専門課程ならびに専修学
校高等課程で、修業年限 1年以上の課程に在籍している生徒。 (い わゆる無認可校や

予備校の生徒は不可)

在学応募 :現在、専修学校に在学している生徒。

予約応募 ;令和 7年 4月 に専修学校に進学予定の者。

募集期限 :在学募集 ;令和 6年10月 31日 。

第 1次予約募集 ;令和 6年 8月 31日 。第2次予約募集 ;令和 7年 1月 31日 。

事業の目的

交通遺児育英会は、保護者が道路上の交通事故が原因で亡 くなられた り、重度の後遺障が
いになられたため、経済的に修学が困難になった子どもたちに奨学金を無利子で貸与 (一部

給付)して、高校や大学などへの進学を支援 し、社会有用の人材を育成することを目的とし

ています。

2.設立の経緯

昭和42年、モータリゼーションの進展による交通事故被害者の急増を背景に設立された「交

通事故遺児を励ます会」の提唱で、交通遺児救済策の一つとして母親たちの切なる願いであ

る高校進学を支援する運動が進められ、盛 り上がる世論を背景に、「政府は育英財団の設立と

助成に配慮すべ きである」という異例の国会決議があ り、閣議はこれを了承 して、昭和44年

5月 2日 、財団法人「交通遺児育英会」が設立されました。

その後公益法人制度改革 3法の施行に伴い、平成23年 4月 1日 に公益財団法人に移行しました。

3.実 績

過去55年間に、高等学校・高等専門学校 。大学・短大・大学院・専修学校生58,253人に奨学

金を貸与 し、その累計額は579億 円です。 (令和 6年 3月 現在 )



(3)奨学金の種類と賞与額
① 奨学金の月額 (各四半期の中の月である5月 ・8月 ・11月 ,2月 に3ヶ 月分ずつ貸与。一部給付あり、無利子)

・専修学校高等課程

・専修学校専門課程
。および同等の各種学校

大学院

大学・短期大学
高等専門学校 4・ 5年生

・高等学校
・高等専門学校 1・ 2・ 3年生

学   校

2万円 。3万円・ 4万円から選択
(う ち 1万円は給付残りは貸与)

4万円・ 5万円・ 6万円から選択
(う ち2万円は給付残 りは賞与)

5万円 。8万円 。10万 円から選択
(う ち2万円は給付残 りは貸与)

4万円 。5万円・ 6万円から選択
(う ち2万円は給付残 りは賞与)

2万円 ,3万円 。4万円から選択
(う ち 1万円は給付残 りは賞与)

奨学金月額 (貸与 。一部給付あり)

150人

20人

300人

400人

募集人数

☆各学校の専攻科にも貸与できます。 ☆貸付期間は各学校の最短修業年限まで

② 入学一時金 (1年生入学後希望者に貸与。無利子)

・専修学校高等課程

・専修学校専門課程
・および同等の各種学校

・大学・短期大学

・高等学校
。高等専門学校

学   校

20万円 。40万円 。60万円から選択

40万円 。60万円 。80万円から選択

40万円 。60万円・80万円から選択

20万円 。40万円 。60万円から選択

入学一時金の額 (全額貸与 )

100人

200ノ、

300人

募集人数

(注)大学院及び各専攻科奨学生には貸与できません。

③ 進学準備金の貸与(本会高校奨学生3年生で、大学・専修学校(専門許働奨学生予約申込者のうち希望者。無利子)

高校奨学生で、かつ、大学予約、専修学校専
門課程予約申込者

学   校

40万円 。60万円・80万円から選択

進学準備金の額 (全額貸与 )

100ノ、

募集人数

(注)進学準備金の貸与を受けた者は、進学後の入学一時金は貸与できません。

④ 進学支援金の貸与 (大学・専修学校専門課程予約申込者で浪人した者のうち希望者)

高校卒業後 1年 目の大学等浪人生

対象者 :翌年度も大学等予約申込する者

40万円 。60万円・80万円か ら選択

進学支援金の額 (全額貸与)

10人

募集人員

(4)奨学金の併用等
① 他の奨学金制度と併せて利用できます。②同一世帯、同一学校から何人でも応募できます。

(5)申 し込み方法
① 応募書類は、本会奨学課に電話でお申し込みください。該当する学校の「奨学生募集案内・願書」

を郵送いたします。当会ホームページからでも応募書類関係のダウンロードが可能です。
② 応募書類中の「願書」に必要事項を記入の上、添付書類をととのえ、本会まで提出願います。

(6)返還について

① 奨学金や入学一時金は貸与終了 (卒業)後に6か月据え置いてから20年以内の分割返還となってい
ます。月賦、半年賦、年賦の方法を選択できます。

② 上級の学校に在学中や病気などの場合は、返還を猶予する制度があります。

(7)奨学金以外の制度や事業 (概要)

① 全国の高校奨学生と保護者が一堂に会する「つどい」(旅費・宿泊費等は当会負担)

② 高校奨学生の海外語学研修 (夏休み期間中の3週間、旅費・宿泊費等は当会負担)

③ 学生寮「心塾 (こ ころじゅく)」

。東京学生寮 :東京都日野市、当会所有の新築学生寮 (全室個室)、 朝夕2食付で月額1万円。
・関西学生寮 :民間学生会館の借り上げ方式の寮、大阪・兵庫・京都に40カ所、朝夕 2食付で月額

15,000円 ～25,000円 、全室個室。
④ 家賃補助 (東京と関西以外の大学や専門学校に在学、通学のためのアパート等の家賃の補助、月額

15,000円 を給付)

⑤ 上級学校進学受験費用補助 (上限5万円で大学や専門学校等を受験する場合の受験料を給付)

⑥ 自動車運転免許取得補助 (上限15万 円で教習所費用の半額を給付)

⑦ 英語検定試験費用補助 (英検、TOEIC、 TOEFL等の受験費用を給付、上限なし)



(8)概要・役員・組織

① 概要

職員数

事業所

公益財団法人

昭和44年 (1969

平成23年 4月

19名

【本部】
〒102-0098

東京都千代田区平河町2-6-1
TEL 03-3556-0771(代 )

【学生寮「心塾①」東京寮】
〒191-0065

東京都 日野市旭が丘4-7-57
TEL 042-584-6811

称

立

名

設

交通遺児育英会

年)5月 2日

公益法人制度改革 3法に基づ く「公益財団法人」に移行

平河町ビル

② 業務執行体制

会  長 (代表理事)

理 事 長 (代表理事)

専務理事 (業務執行理事)

石橋 健一

土月巴 寿員

大屋 克文

③ 役員・評議員・顧問 (令和6年 4月 1日 現在)

◆理 事・監 事
石橋 健一 代表理事 (公財)交通遺児育英会会長

土肥 寿員 代表理事 (公財)交通遺児育英会理事長

大屋 克文 業翻 行理事 (公財)交通遺児育英会専務理事・事務局長

伊藤 知男  理事  元′ム`財)東海交通迫児を励ます会常務理事。事務局長

小栗 洋   理事  元全国高等学校長協会会長

小出 秀文  理事  日本私立大学協会常務理事・事務局長

小林 光俊  理事  全国専修学校各種学校総連合会顧問

芝 紀代子  理事  文京学院大学大学院名誉教授

壷内 明   理事  元全日本中学校長会会長

花上 嘉成  理事  元(一財)東武博物館運営理事。名誉館長

宮本 久也  監事  全国高等学校長協会事務局長

森井 通世  監事  公認会計士 元中央青山監査法人代表社員

◆特別顧問
菅谷 定彦 特別顧問 前 (公財)交通遺児育莫会会長

顧問  日本放送協会会長

顧問  日本商工会議所会頭

顧問  日本経済団体連合会会長

顧問  経済同友会代表幹事

顧問  全国知事会会長

組織図

弁護士

元読売新聞編集局記者

(一財)全 日本交通安全協会専務理事

(学 )渡辺学園東京家政大学常務理事

人間環境大学名誉教授

(公社)北海道交通安全推進委員会筆頭副会長兼事務局長

(―社)全国ハイヤー・タクシー連合会理事長

全国専修学校各種学校総連合会参与

日本私立大学団体連合会事務局長

(福 )全国社会福祉協議会常務理事

(特非)持続可能な開発のための教育推進会議相談役

(株)河北新報社論説委員会委員長

(株)西 日本新聞社執行役員東京支社長

(株)日 刊自動車新聞社専務取締役

全日本自動車産業労働組合総連合会副事務局長

(公財)三井住友海上福祉財団専務理事

(一社)公立大学協会常務理事・事務局長

(公財)公益法人協会常務理事

弁護士

前(独 )自 動車事故対策機構理事長

全日本中学校長会事務局長

全国高等学校長協会事務局次長

二重県交通遺児を励ます会会長

(一財)広 島市母子寡婦福祉連合会副会長

元(―社)日 本自動車連盟理事
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◆評議員
秋山 智昭

井谷 昌喜

入谷 誠

岩井 絹江

片山 幸士

甲谷 恵

神谷 俊広

菊田 薫

坂下 嬢子

笹尾 勝

重 政子

鈴木 裕

曽山 茂志

高橋 康弘

冨田 悟史

友竹 明彦

中田 晃

長沼 良行

野田 聖子

濱 隆司

冨士道正尋

宮本 信之

安田 厚子

柳田 裕美

山口 真人
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